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静電相互作用や分子間力はプラズマのみならず、生体系を含む常温の凝縮

系の構造形成、機能発現で重要な役割を果たしている。デバイ遮蔽を大きく超

えるマクロイオンの電荷反転現象[1]、DNA の膜孔通過[2] などでは、強いクー

ロン力と塩イオンの存在が効く。また炉材やナノ素材に使われるグラファイト

は水素吸着により表面破壊（エッチング）が自発的に進行する[3]。これらの現

象の、古典的および第一原理（量子力学）分子動力学法による最近の研究につ

いて紹介したい。 
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